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コンプライアンス

コンプライアンス意識の向上を目的に、従業員および関係
会社への教育を充実させ積極的に実施しています。2023
年度の教育実績は以下の通りです。

従業員研修の実施

研修名 回数 人数

圧倒的教育でのコンプライアンス研修
（等級別、役職別など） 25 回 3,144 名

コンプライアンス本部長による
リスクミーティング 17 回 1,071 名

宣誓式のコンプライアンス研修 1 回 182 名

e - ラーニング
（贈収賄、独禁法、建設業法について） 1 回 5,463 名

関係会社へのコンプライアンス研修 4 回 約 560 名

建設業法研修
（専任技術者、営業管理職員など向け） 3 回 296 名

2023年度 教育実績

知的財産に関する基本方針
当社は「競争優位性の確保と競争秩序の維持」を基本理

念として知的財産活動を行なっています。技術開発成果を迅
速に権利化することで競争優位性の確保、企業価値の向上
に努め、特許などの調査体制を整備するとともに他社の知的
財産を尊重することで競争秩序の維持に努めています。知
的財産情報の重要性を踏まえ、社内に対する知的財産情報
の発信・収集体制を構築するとともに、特許権に基づく実施
許諾を積極的に行うことで、知的財産権の活用に取り組んで
います。また、発明を行なった従業員に対しては、職務発明規
定により発明報奨金を支給するなど従業員の貢献に対する
評価と処遇を適切に講じ、発明創出に対するモチベーション
の維持・向上を図っています。

知的財産への取り組み

海外事業においては、リスク管理体制の強化に取り組んで
います。

進出国のリスク情報取得や緊急時の対応など、本社、各海
外拠点に加え、専門機関なども交えた協力体制を構築し、従
業員が安全・安心に暮らし、働ける環境を整えています。

2023年度の取り組みとしては、海外拠点を対象に安全・
品質・コンプライアンス意識の向上を目的としたリスクミー
ティングを実施しました。

2024年度も引き続き、各国の法令の徹底遵守に向けた
啓蒙活動を推進するとともに、事故、コンプライアンス違反、
情報漏洩、ハラスメント、人権侵害を防止する取り組みを継続
して行なっています。

海外でのリスクの取り組み
知的財産の管理体制
技術センターに知的財産部を置き、特許権をはじめ、

2020年4月の法改正により建築物、内装などが保護対象に
拡充された意匠権を含め、知的財産権に関する調査・権利化・
管理・権利侵害の対応などについて、研究開発部門や事業部
門と連携を取りながら、会社の重要な財産である知的財産を
提案から維持・放棄まで一元管理しています。加えて、各技術
部門の代表者で構成される知的財産審査委員会を設置する
ことで、保有している知的財産権の維持・放棄の判断を行い、
適切な知的財産の管理体制を築いています。

保有件数の推移
当社における2023年度末時点での保有特許件数は

766件（国内特許757件、外国特許9件）です。2023年度
の国内特許出願件数は116件（ノウハウを含む）であり、事
業領域の拡大にともない保有・出願件数は増加傾向にありま
す。また、新たに法改正された建築物の意匠登録は10件を
数え、建築物デザインの分野においても差別化による競争
優位性の確保に努めています。特許出願分野の内訳では、当
社の中核事業である建設分野に加え、近年は、工事施工の省
力化・省人化のためのロボティクス分野を含めたDXへの取
り組みや、廃棄物処理・資源有効再利用技術、脱炭素技術な
どのGXへの取り組みに関する割合が増加しています。

特許添付図

自動巡回システム

Topics

本発明の自動巡回システムは、無人移動体と、無人
移動体に搭載された全方位カメラと、無人移動体お
よび全方位カメラを制御する移動体制御部と、作業
現場の地図、地図内で無人移動体を移動させるため
予め定めた移動経路および全方位カメラにより撮影
された映像を記憶するデータサーバーとを備えま
す。移動体制御部は、移動経路に沿って無人移動体
を移動させながら、全方位カメラにより無人移動体
の周囲を３６０度にわたって撮影させ、全方位カメラ
により撮影された映像を地図の対応する位置に紐付
けてデータサーバーに記憶させることで、より効率
的に作業現場の巡回を行うことができます。

発明の名称：自動巡回システム
特許番号：特許第7285108号
登録日：令和5年5月24日(2023.5.24)

▲  本件特許の実施事例

（本件は無人移動体として、四足歩
行ロボットSpotの利活用を想定し
た特許になります）

世界各国で事業を手掛けています。
写真＝ヴァラナシ国際協力・コンベンションセンター（Rudraksh）
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